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このたびは当社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。この

取扱説明書には、本製品の取扱い方法や、注意事項などが記載されています。

ご使用の際は、この取扱説明書を必ずお読みいただき正しくご使用くださいます

ようお願いいたします。またお読みになった後は、使用者がいつでも見られるとこ

ろに必ず保管してください。 

 

ご使用上の注意事項は「  警告」と「  注意」に区分していますが、「  警告」

は誤った取扱いをした時に、使用者が死亡または重症を負う可能性が想定され

る内容のご注意、「  注意」は誤った取扱いをした時に、使用者が傷害を負う可

能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意

として記載しています。なお「  注意」に記載した事項でも、状況によっては重大

な結果に結びつく可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載

していますので必ずお守りください。 
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納入時の仕様により、この取扱説明書以外に各機器の取扱説明書が

同梱されている場合があります。各機器の取扱説明書も必ずお読みい

ただき正しくご使用くださいますようお願いいたします。 



安全上のご注意  
 

「  警告」 

１ 取扱説明書に記載されている作業以外には使用しないでください。ヘッド（ア

タッチメント）があっていない場合や、組合せを誤った場合は、本体が損傷して、

けがを負うおそれがあります。 

２ 作業中は工具を人がいる方向に向けたり、手や顔を近づけたりしないでくださ

い。破損した場合破片が飛散し､けがのおそれがあります。 

３ 作業中はヘッド（アタッチメント）の可動部に触れないでください。はさまれたり、

指を切断したりするおそれがあります。 

４ 暗い場所、平坦でない所、足場の悪い所、雨中での使用は、事故のおそれが

ありますのでおやめください。 

５ 工具には指定のヘッド（アタッチメント）をご使用ください。また油圧ポンプ、カ

プラなども工具に合ったものをご使用ください。指定以外のものを使用すると

本体が破損し、部品の飛散によるけがの原因となるおそれがあります。 

６ 作業は、各部の取付け状態を確認したうえで行なってください。加工作業中は

加工物の状態に注意し、目を離したりしないようにし、異常があればすぐに停

止できるようにしてください。 

 

「  注意」 

１ 作業前に工具の各部を点検し、ひび、割れなどの異常がないか確認してから

ご使用してください。 

２ 作業に適した服装で作業してください。ダブダブの衣服、ネックレスなどの装

身具、ピンでとめていないネクタイ、首に巻いたタオル､軍手などは可動部に巻

き込まれるおそれがあります。 

３ 高所作業の時は、下に人がいないことを確かめてください。材料や工具を落

とした時、事故の原因になります。 

４ 作業場所は整理・整頓を行い、作業の支障になる物などを置かないでくださ

い。つまずいたりし、事故のおそれがあります。 

５ 作業者以外は工具に触れないでください。また子供を近づけないようにしてく

ださい。けがのおそれがあります。 

６ 工具の部品の交換は手をはさんだりしないように、注意して行なってください。 
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７ 使用しない時は、乾燥した場所で子供の手が届かないところ、あるいは鍵の

かかる場所に保管してください。 

８ 必要に応じて、保護メガネ・ヘルメット・安全靴などの安全保護具を着用してく

ださい。 

９ 使用前、使用後には工具の各部を点検し、正常に作動するか確認してくださ

い。部品の破損、取り付け状態など異常がないか確認してください。部品の交

換が必要な場合は、弊社の純正部品を必ずご使用ください。 

10 工具を分解したり、改造したりしないでください。修理の場合は必ず弊社のサ

ービス部にお申し付けください。修理の知識がない方が修理しますと、工具が

十分な性能を発揮しないばかりでなく、事故やけがの原因となることがありま

す。 

 

工具使用上のご注意 
 

「  警告」 

１ 専用の充電器や蓄電池を使用してください。 

・ この取扱説明書および当社カタログに記載されている指定の充電器や蓄

電池を使用してください。指定以外の蓄電池を使用すると破裂して障害や

損傷を及ぼす恐れがあります。 

２ 正しく充電してください。 

・ この充電器は定格表示してある電源で使用してください。 直流電源やエ

ンジン発電機では使用しないでください。異常に発熱し、火災のおそれが

あります。 

・ 温度が０℃未満または温度が４０℃を超える場合は、蓄電池を充電しない

でください。破裂や火災のおそれがあります。 

・ 蓄電池は、換気の良い場所で充電してください。充電中、蓄電池や充電器

を布などで覆わないでください。破裂や火災のおそれがあります。 

・ 使用しない場合は、差込みプラグを電源コンセントから抜いてください。感

電や火災のおそれがあります。 

３ 蓄電池の端子間を短絡させないでください。 

・ 釘袋などに入れると、短絡して、発煙・発火・破裂などのおそれがあります。 

４ 感電に注意してください。 

・ ぬれた手で、充電器の電源プラグに触れないでください。感電のおそれが

あります。 
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５ 作業場の周囲状況も考慮してください。 

・ 工具、充電器、蓄電池は、雨中で使用したり、湿った、または、ぬれた場

所で使用したりしないでください。感電や発煙のおそれがあります。 

・ 作業場は、充分に明るくしてください。暗い場所での作業は、事故の原因

になります。 

・ 可燃性の液体やガスのあるところで使用したり、充電したりしないでくださ

い。爆発や火災のおそれがあり、事故の原因になります。 

６ 保護メガネを使用してください。 

・ 作業時は、保護メガネを使用してください。また、粉塵の多い作業では、防

塵マスクを併用してください。加工した切屑や粉塵が、目や鼻に入るおそ

れがあります。 

７ 次の場合は、工具本体のスイッチを切り、蓄電池を工具本体から抜いてくださ

い。 

・ 使用しない､または､修理する場合。 

・  ヘッド（アタッチメント）などの付属品を交換する場合。 

・ その他、危険が予想される場合。 

工具本体が作動して、けがの原因になります。 

８ 不意な始動は避けてください。 

・ スイッチに指をかけて運ばないでください。 

   工具本体が作動して、けがの原因になります。 

９ 指定の付属品やヘッド（アタッチメント）を使用してください。 

・ この取扱説明書および当社カタログに記載されている指定の付属品やヘ

ッド（アタッチメント）を使用してください。事故やけがの原因になります。 

10 蓄電池を火中に投入しないでください。 

破裂や、有害物質が出るおそれがあります。 

 

「  注意」 

１ 作業場は、いつもきれいに保ってください。 

・ ちらかった場所や作業台は、事故の原因になります。 

２ 子供を近づけないでください。 

・ 作業者以外、工具本体や充電器のコードに触れさせないでください。けが

の原因になります。 

・ 作業者以外、作業場へ近づけないでください。けがの原因になります。 
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３ 使用しない場合は、きちんと保管してください。 

・ 乾燥した場所で、子供の手の届かない高いところまたは鍵のかかるところ

に保管してください。事故の原因になります。 

・ 工具本体や蓄電池を、温度が５０℃以上となる場所（金属の箱や夏の車

内など）に保管しないでください。 

蓄電池劣化の原因になり、発煙、発火のおそれがあります。 

４ 無理して使用しないでください。 

・ 安全に能率よく作業するために、工具本体の能力に合った作業をしてくだ

さい。能力以上での使用は、事故の原因になります。 

・ 能力を超えたような無理な使い方はしないでください。発煙､発火のおそれ

があります。 

５ 作業にあったヘッド（アタッチメント）を使用してください。 

・ 指定された用途以外に使用しないでください。けがの原因になります。 

６ きちんとした服装で作業してください。 

・ だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、着用しないでください。可

動部に巻き込まれるおそれがあります。 

・ 屋外での作業の場合には、ゴム手袋とすべり止めのついた履物の使用を

お勧めします。すべりやすい手袋や履物は、けがの原因になります。 

・ 長い髪は、帽子やヘアーカバーなどで覆ってください。可動部に巻き込ま

れるおそれがあります。 

７ 充電器のコードを乱暴に扱わないでください。 

・ コードを持って充電器を運んだり､コードを引張ったりして電源コンセントか

ら抜かないでください。 

・ コードを熱、油、角のとがったところに近づけないでください。 

・ コードが踏まれたり､引掛けられたり､無理な力を受けて損傷することがな

いように､充電する場所に注意してください。 

感電や、ショートして発火するおそれがあります。 

８ 無理な姿勢で作業をしないでください。 

・ 常に足元をしっかりさせ、バランスを保つようにしてください。転倒して、け

がの原因になります。 

９ 工具は、注意深く手入れをしてください。 

・ ヘッド（アタッチメント）の交換は、それぞれの取扱説明書に従ってください。

けがの原因になります． 

 

 

 

 

 

（４） 



・ 充電器のコードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買い求めの

販売店または弊社サービス部に修理を依頼してください。感電やショート

して発火するおそれがあります。 

・ 充電器に延長コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場

合には交換してください。感電やショートして発火するおそれがあります。 

・ 握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリースがつかないよ

うにしてください。けがの原因になります。 

10 六角レンチなどの取付け用工具は、必ず取り外してください。 

・ スイッチを入れる前に、取付けなどに用いた六角レンチなどの工具類が、

取り外してあることを確認してください。つけたままでは、作動時に飛び出

したりし、けがの原因になります。 

11 屋外使用に合った延長コードを使用してください。 

・ 屋外で充電する場合､キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの延

長コードを使用してください。 

12 油断しないで十分注意して作業をしてください。 

・ 工具を使用する場合は､取扱方法､作業の仕方､周りの状況など､十分注

意して慎重に作業をしてください。軽率な行動をすると､事故やけがの原因

になります。 

・ 常識を働かせてください。非常識な行動をすると、事故やけがの原因にな

ります。 

・ 疲れている場合は、使用しないでください。事故やけがの原因になります。 

13 損傷した部品がないか点検してください。 

・ 使用前に、各部の部品に損傷がないか十分点検し､正常に作動するか､ま

た所定機能を発揮するか確認してください。 

・ 可動部分の位置調整および締付け状態､部品の破損､取付け状態､その

他､運転に影響をおよぼす全ての箇所に異常がないか確認してください。 

・ 差込みプラグやコードが損傷した充電器や､落としたり､何らかの損傷を受

けたりした充電器は使用しないでください。 

   感電やショートして発火するおそれがあります。 

・ 破損した部品の交換や修理は､取扱説明書の指示に従ってください。 

取扱説明書に指示されていない場合は、お買い求めの販売店または弊社

サービス部に修理を依頼してください。 

・ スイッチで始動および停止操作のできない工具は､使用しないでください。

異常動作して、けがの原因になります。 
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14 工具の修理は、専門店に依頼してください。 

・ サービスマン以外の人は、工具･充電器・蓄電池を分解して、修理、改造

をしないでください。発火､異常動作して､けがの原因になります。 

・ 工具が熱くなった時､異常に気付いた時は､点検･修理に出してください。 

・ 修理は、必ずお買い求めの販売店または弊社サービス部にお申し付けく

ださい。ご自身で修理すると、事故やけがの原因になります。 

 

 

各部の名称 

 
工具本体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 

ブラケット 
ポンプボディ 

給油栓 
 

モータ 

タンクグリップ 
（内部にオイルタンク） 

戻しレバー 

蓄電池 

ラム 

スイッチ 



リチウムイオン電池 18Ｖ （ＢＳＬ ３６Ａ１８及びＢＳＬ ３６Ｂ１８） 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充電器（ＵＣ１８ＹDL２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕  様 
 

１． 工具本体（ＮＣ－Ｅ７５０－８K シリーズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この工具本体は、『マルチパワーツール』各種ヘッドの駆動用として 

使用するためのものです。 

（７） 

種   類 充電・電動兼用油圧ポンプ 

公称荷重 １２２ｋＮ 

ストローク ２３ｍｍ 

外形寸法 L245×W84×H258 ㎜（バッテリ A 装着時） 

質   量 
A タイプ３．６ｋｇ、B タイプ３．９ｋｇ 

（バッテリ装着時） 

電 動 機 直流モータ （ＤＣ１８Ｖ） 

備   考 モータ色： 黒色 

使用しないときは、短絡防

止のため、蓄電池は電池カ

バーをかぶせて保管して下

さい。 



２． リチウムイオン電池 

 

    ３． 充電器（ＵＣ１８ＹＤL２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付属部品一覧表 
 

型番 
本

体 

ﾊﾞｯﾃﾘ 
充電器 

UC18YDL2 

付属圧着ヘッド 
BSL36A18 
2.5Ah 

BSL36B18 
4.0Ah 

NC-M-CD250 NC-M-CD200A 

本体型番 

NC-E750-8K-A ○ 
○ 

（2ヶ付） 
 ○ 

  

NC-E750-8K-B ○  
〇 

（1ヶ付） 
○ 

  

NC-E750-8-H ○      

圧着ヘッド

付型番 

NC-AUX250K-A ○ 
○ 

（2ヶ付） 
 ○ ○ 

 

NC-AUX250K-B ○  
〇 

（1ヶ付） 
○ ○ 

 

NC-AUX200K-A ○ 
○ 

（2ヶ付） 
 ○ 

 
○ 

NC-AUX200K-B ○  
〇 

（1ヶ付） 
〇 

 
○ 

（８） 

型   番 ＢＳＬ ３６Ａ１８ ＢＳＬ ３６Ｂ１８ 

種   類 円筒密閉形リチウムイオン電池 

電   圧 ＤＣ３６Ｖ／１８Ｖ（自動切替） 

容   量 ２．５Ａｈ／５．０Ａｈ（自動切替） ４．０Ａｈ／８．０Ａｈ（自動切替） 

充電時間 
約２５分（気温２０℃、 

ＵＣ１８ＹＤＬ２使用時） 

約４０分（気温２０℃、 

ＵＣ１８ＹＤＬ２使用時） 

寸   法 Ｌ１１６×Ｈ６９×Ｗ７６ ｍｍ Ｌ１３４×Ｈ７５×Ｗ８３ ｍｍ 

質   量 ０．７０ｋｇ ０．９７５ｋｇ 

入力電源 ＡＣ１００Ｖ ５０/６０Ｈｚ 

充電電圧 １４．４～１８Ｖ、ＵＳＢ端子：５V 

蓄電池充電電流 ６Ah、４Ah、３Ah 品 １２．０Ａ 

ＵＳＢ端子充電電流 ２．１Ａ 

コ － ド ２心ビニールコード 

質   量 ０．７ｋｇ 

使用温度範囲 －１０℃～４０℃ 

冷   却 対応（ファン付き） 

ブザー音 あり 



 

 

蓄電池の取り外し方・取付け方 
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 警  告 
蓄電池の取り外し、取付けの 
際は、必ずスイッチが切れてい

ることを確かめてください。 
思わぬ事故のもとになります。 



充電方法 

 

１.リチウム電池の充電 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）充電時間は周囲温度や蓄電池の

状態により長くなることがあります。 
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２． 充電ランプの表示について 

 

充電器には、充電状態を表示する「充電ランプ」がついています。 

各ランプの表示内容は以下のようになっています。 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 充電容量ランプについて 

 

充電容量ランプによって、充電中の電池

の充電容量を確認することができます。 

ランプの表示と電池容量は次項のように

なっています。 

 

注）充電完了後、しばらくすると充電容量ラ

ンプは消灯します。 

 

 

（１１） 

○新しい蓄電池は、純正品をご使用下さい。 
当社指定の蓄電池以外の使用や分解、改造した物（蓄電池を分解して

セルなどの内蔵部品を交換した物を含みます）は、安全性や製品に関

する保証はできません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． ＵＳＢ機器を充電する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）・ＵＳＢ機器と蓄電池の充電を同時に

行うと充電時間が長くなります。 

・ＵＳＢ充電が途中一時停止する場合

があります。（「故障診断」参照） 

・ＵＳＢ機器を充電しないときは、ＵＳＢ

電源スイッチをＯＦＦにして、ＵＳＢ機

器を充電器から取り外して下さい。 

ＵＳＢ機器の蓄電池寿命（充電回数）

を低くしたり、思わぬ事故の原因に

なります。 

・USB 機器の種類によっては、充電で

きない場合があります。 

 

 

 

 

（１２） 



 

注）・電源プラグをコンセントに差し込んでいない場合、蓄電池の容量がなくなる

と、USB 電源ランプが消灯して出力が停止します。 

・ＵＳＢ電源ランプが消灯したときは、電源プラグをコンセントに差し込むか、

蓄電池を交換して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．充電時間について 

 

      蓄電池の充電時間は次のようになります。 

      充電時間（２０℃の時） 

 

（充電時間は周囲温度や蓄電池の状態により長くなることがあります。） 

 

  

６． 蓄電池を長持ちさせるコツ 

 

（１） 蓄電池が空（から）になる前に充電する 

 

工具の力が弱くなってきたと感じたら、使い続けるのをやめ、充電しま

す。無理に使い続けると、蓄電池が傷み、寿命を短くします。 

 

（１３）  

充電器 蓄電池 充電時間 

冷却対応（ファン付） ＵＣ１８ＹＤＬ２ 
ＢＳＬ ３６Ａ１８ 約２５分 

ＢＳＬ ３６Ｂ１８ 約４０分 



 

   （２） 高温時の充電は避ける 

 

工具を使用した直後の蓄電池は熱くなっていますので、蓄電池が少し

冷めてから充電します。すぐ充電すると、蓄電池の寿命を短くします。 

 

「  注意」  

 

・ さし込みプラグをさし込んだとき、電源コンセントがガタガタだったり、

さし込みプラグがすぐ抜けたりするようでしたら修理が必要です。お

買い求めの販売店または弊社サービス部に修理を依頼してください。

そのまま使用すると、火災のおそれがあります。 

 

・ リチウムイオン電池を保管するときは、満充電にして保管して下さい。

蓄電池が少ない状態で長期間（３ヶ月以上）保管すると蓄電池が劣

化し、使用時間が著しく短くなったり、充電できなくなる恐れがありま

す。使用時間が著しく低下した蓄電池でも、充電と使用を２～５回繰

り返すと使用時間が回復する場合があります。充電と使用を繰り返

しても使用時間が極端に短い場合は、蓄電池の寿命がつきたとお考

えいただき、新しい蓄電池をお買い求めください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１４）  



故障診断 
 

 

 

（１５）  

状況 原因 対策 

動かない 

電池残量がない 蓄電池を充電して下さい 

スイッチを引いたまま、蓄電池

を取り付けた 

安全機能が作動したためです。一度

スイッチをはなして、もう一度スイッ

チを引けば動きます。 

突然止まった 

過負荷になった 負荷を与えた原因を解消して下さい。 

蓄電池が過熱状態になった 蓄電池を十分冷まして下さい。 

5 分以上連続してスイッチが引

かれた 

故障ではありません。 

誤作動防止のため、モータを自動停

止します。 

スイッチを引くと異

音（ピー）がする 
スイッチの引き量が小さい 

故障ではありません。 

引き量を大きくすると発生しません。 

充 電ラ ンプ が 紫

の速い点滅を繰

り返し、蓄電池の

充電を開始しない 

蓄電池が突き当たるまで、差

し込まれていない 
しっかり差し込んで下さい。 

蓄電池の取付け部又は蓄電池

の端子部に異物が入っている 
異物を取り除いて下さい。 

充電ランプが赤く

点滅して、蓄電池

の充電を開始し

ない 

蓄電池が突き当たるまで、差

し込まれていない 
しっかり差し込んで下さい。 

蓄電池が高温になっている 

そのままの状態でも、蓄電池の温度

が下がると自動的に充電を開始しま

すが、蓄電池の寿命を縮める原因

になります。蓄電池を風通しの良い

日影などで冷ましてから、充電する

ことをおすすめします。 

満充電をしても、

蓄電池の使用時

間が短い 

蓄電池の寿命が尽きた 蓄電池を新品と交換して下さい。 

蓄電池の充電時

間が長い 

蓄電池や充電器の温度、周辺

温度などが極端に低い 

室温など暖かい場所で充電して下さ

い。 

充電器の風窓がふさがった状

態になっているため、充電器

内部が高温になっている 

風窓がふさがっていないようにして

下さい。 

冷却ファンが回っていない 修理を依頼して下さい。 

USB 電源ランプ

が消灯して、USB

機器の充電が停

止した 

蓄電池の電池残量が少なくな

った 

電池残量がある、蓄電池と交換して

下さい。 

充電器の電源プラグを 100V コンセ

ントに差し込んで下さい。 



 

作業前に 

 
１． 作業環境の整備･確認 

作業をする場所が前述の「安全上のご注意」「工具使用上のご注意」に

かかげられているような、適切な状態になっているか確認してください。 

 

２． 蓄電池・アタッチメントの取付けの確認 

      蓄電池および作業に使用するヘッド（アタッチメント）の取付けは確実に

行なってください。確実でないと、作業中に蓄電池、ヘッド（アタッチメン

ト）が落下して、思わぬけがの原因となります。 

（１６） 

状況 原因 対策 

USB 機器の充電

が 完 了 し て も 、

USB 電源ランプ

が消灯しない 

USB 電源ランプは、USB 機器

の充電ができる状態にあるこ

とを緑色の点灯で表示してい

る 

故障ではありません。 

USB 機器の充電

状態や充電完了

がわからない 

USB 電源ランプは、充電が完

了しても、USB 電源ランプが消

灯しない 

充電中の USB 機器で確認して下さ

い。 

USB 機器の充電

が途中一時停止

した 

蓄電池を供給電源にして USB

機器を充電中に、充電器の電

源プラグを 100V コンセントに

差し込んだ 

故障ではありません。充電器が供

給元電源を判断するため、約５秒間

USB 機器の充電を停止します。 100V コンセントを供給電源に

して USB 機器を充電中に、充

電器に蓄電池を差し込んだ 

蓄電池と USB 機

器を同時に充電

中、USB 機器の

充電が途中一時

停止した 

蓄電池が満充電となった 

故障ではありません。蓄電池が正

常に充電完了したことをチェックして

いるため、約５秒間 USB 機器の充

電を停止します。 

蓄電池と USB 機

器を同時に充電

中、USB 機器の充

電が開始しない 

蓄電池の電池残量が極端に

少ない 

故障ではありません。蓄電池の電

池残量があるレベルに達すると、自

動的に USB 機器の充電を開始しま

す。 

騒音防止規制について 

騒音に関しては、法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。 

作業の際は近隣に迷惑をかけないように、規制値以下でご使用になること

が必要です。状況に応じ、遮音壁などを設けて作業をしてください。 



電池残量表示について 
 

電池残量表示スイッチを押すとラン

プが点灯して、電池残量を確認す

ることができます。電池残量表示ス

イッチを押してから、約３秒後にとラ

ンプは消灯します。ランプの点灯状

態と電池残量は以下のようになっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電池残量表示は、周囲温度、電池特性等で多少異なりますので、目安と

して見てください。 

 

（１７） 



ＬＥＤライトの使い方 

 

スイッチパネルのライトスイッチを

押してＬＥＤライトの点灯モードを

切り替えることができ、緑色ランプ

で表示します。 

蓄電池の消耗防止のため、こま

めに消灯してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（１８） 



戻しレバー スイッチ 
 

使用方法 

 
１． スイッチの操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 蓄電池の取付け 

蓄電池の取付け方（９ページ）にしたがって、本体に蓄電池を取付けてく

ださい。 

 

３． ポンプ駆動の確認 

蓄電池取付け後、スイッチを押してください。モータの回転音とともに、ラ

ムが前進し、所定ストローク（２２ｍｍ）まで進みます。 

ラムの外径に赤いラインが見え、なおスイッチを押しつづけると、オイルタ

ンク部分より「ポン」という圧力規制弁の開放音がします。この圧力規制弁

の開放音が聞こえたら、ポンプは正常に動作しています。 

 

注   意 

本機には、『空押し厳禁』のラベルが貼り付けてあり

ますが、ポンプ駆動の確認程度であれば、支障あり

ません。ただし、駆動確認以外での空押しは絶対に

行なわないでください。 

 

（１９） 

スイッチの引込み量により、無段階

にモータの回転数が変ります。圧着

端子の仮押え、パンチの穴あけ位置

の確認など、低速でラムを前進させ

る際にご利用ください。またスイッチ

をはなすとブレーキがかかり、モータ

はすぐに止まりますので、仮押え、位

置決めなどが容易にできます。 

 



４． ラムの戻し方 

ラムを戻す時は、戻しレバーを押して初期の位置まで戻してください。 

 

５． 各種マルチパワーツールヘッドの取付け 

ブラケットに作業に応じたマルチパワーツールヘッドを取付けてください。

ヘッド側の可動ピンは、しっかりさし込んでください。不完全ですと工具

の破損の原因となります。 

 

注   意 

本機は、マルチパワーツール各種ヘッドの駆動部で

あり、単体では機能を果たしません。各種ヘッドを取

付けて、初めて一つの作業が行なうことができます。

ヘッドには、それぞれに『取扱説明書』が付属されて

いますので、必ずご一読のうえ、ご使用ください。 

 

工具使用上のご注意 

 
１． 連続作業後は工具本体を休ませてください。 

連続して作業にご使用の際は、蓄電池の交換時に工具本体を１５分ほ

ど休ませてからご使用ください。蓄電池の交換後すぐに作業を続けます

とモータ、スイッチなどの温度が高くなり、焼損の原因になります。 

 

２． 変速スイッチの使用上のご注意 

スイッチには回転数を無段階に変速する電子回路が内蔵されています。

従ってスイッチの引き込み量が少ない状態（低速回転域）でモータを停

止させる作業を連続的に行なうと電子回路部品の温度が高くなり、焼損

の原因となります。 

 

３． 厳冬期、油圧作動油の流動性が悪くなり、ラムが円滑に動作しない時

があります。作業前に戻しレバーを押しながら、モータのスイッチを押し、

無負荷の状態で３０～６０秒くらい暖気運転を行なってください。酷寒地

などで使用される場合、工具が－５℃以下になっていますと完全に動

作しない場合があります。１５℃～２５℃の室温で約１時間暖め、暖気

運転を行なってからお使いください。 

 

（２０） 



４． 圧力規制弁の不調は、圧着不良などの原因となります。圧力規制弁が

働かない、あるいはいつもより早く圧力規制弁が働いたと思われた時

は、弊社サービス部までお送りください。 

５． 連続的に圧力規制弁が働くような作業を行ないますと、工具の油温が

上昇します。工具本体に触れて熱いと思われる時（５０℃以上）は、油温

が下がるまで休ませてください。 

 

６． ヘッド部を人のいる方へ向けての作業は、絶対にしないでください。 

 

７． 工具本体に過度の衝撃を与えないでください。工具が正常に作動しなく

なることがあります。 

 

８． 水や油、有機溶剤が工具本体、蓄電池などにかからないように注意し

てください。工具の故障原因になります。 

 

９． 工具本体、蓄電池、充電器を分解し修理、改造することはやめてくださ

い。発火、異常動作をおこすなどの原因となります。 

保守、点検 
 

 

 

 

 

１． 工具の使用前、使用後は必ず各部の点検を行ない、異常がないか確

認してください。  
２． ご使用後は必ず本体の汚れをやわらかい布か、または石けん水をつ

けた布などで拭いて落としてください。金属部分には防錆油などをウエ

スにしみこませ、本体の表面をふいてから専用のケースに保管して下

さい。樹脂部分には、溶剤、ガソリン、シンナー、石油、灯油類などプラ

スチックを溶かす作用をするものは使わないでください。とくに摺動部に

はゴミなど異物が付着していないか確認し、いつもきれいな状態にし、

必要に応じて潤滑油を塗布しておいてください。 
３． 保管の際は以下のような場所に保管して下さい。 

・ 直射日光が当たらないところ。 
・ 雨や雪のかからないところ。 
・ 温度が５０℃未満で乾燥した、粉塵の少ないところ。 
・ 倒れたり、落下したりしないようなところ。 
・ お子様の手の届かないところ。 

（２１） 

注    意 

点検、手入れの際は、スイッチを切り、蓄電池

を工具本体から抜いておいてください。 



給油方法  
 

注      意 
給油の際は粉塵のない、作動油の中にゴミなどの不純物が入らないような作業場で行な

ってください。作動油中にゴミなどの不純物が入りますと作動不良の原因になります。 
また、作業中は作動油がこぼれたりしますのでふき取り用のウエスを準備してください。 
モータに、作動油がかからないように注意して作業してください。故障の原因となります。 

 
１） タンクグリップを左に回してはずすとゴムタンクがあります。もし、油量が

減っていますと、ゴムタンクが収縮していますので給油してください。 
 

２） 給油するオイルは 昭和シェル石油 シェルテラスオイルＴ１５、 あるい

は同等の粘度グレードの油圧作動油を準備してください。 
 

３） 戻しレバーを押し、ラムを最後まで戻しておいてください。 
 

４） 給油口を上にむけて給油栓の極低頭六角穴付ボルト（Ｍ８）を４ｍｍの

六角レンチでゆるめてはずします。 
 

５） 給油口からオイラー（油さし）などを使って、作動油をあふれるくらい給

油してください。 
 

６） ゴムタンクを指先で軽くつまむように握り、ゴムタンク内のエアを抜いて

ください。給油口からエアが出てきたら、油面が下がりますので作動油

を注ぎ足してください。この作業をエアがなくなるまで続けてください。 
 

７） 給油口からエアが出なくなったなら給油栓を取付け、六角レンチでしっ

かりと締付けてください。 
 

８） 蓄電池を取付け、スイッチを押して、ラムを前進させてください。ストロー

クエンドまで進んだら停止させ（圧力はかけない状態）、戻しレバーを押

しラムを戻してください。 
 

９）  ラムを戻し、給油栓をはずした時、給油口からまだエアが出てくるよう

でしたら、５）からの作業を繰り返してください。 
 

10） ゴムタンク内のエアが抜けたら、はずしたタンクグリップを元通りにねじ

込んで、しっかりと締付けてください。 

 

（２２） 



11） スイッチを押し、ラムをストロークエンドまで前進させ、シリンダに圧力

をかけてください。圧力規制弁の動作音（「ポン」という音）がしたらポン

プは正常に作動していますので、戻しレバーを押しラムを戻してくださ

い。（ラムが前進しない場合は、後述のトラブルシューティングを参照し

てください。） 

 
以上で作動油の給油が完了しました。 

 
オイルを取り扱う場合は、下記の注意事項を守って下さい。 
 
廃油処置方法 

 
● 処置方法は法令で義務づけられています。 
● 法令に従い適正に処理して下さい。 

 
オイル取り扱いの注意 

 
● 異種のオイルとは混ぜないで下さい。 

化学変化を起こし性能を損なう原因になります。 
 

● 目に入ると炎症を起こすことがあります。 
取り扱う際は保護メガネを使用するなど目に入らないようにして下さい。 

 
目に入った場合は、清浄な水で１５分程度洗浄し、医師の診断を受け

て下さい。（応急処置） 
 

● 皮膚に触れると炎症を起こす場合があります。 
取り扱う際は保護手袋を使用するなど皮膚にふれないようにして下さい。 
 
皮膚に触れた場合は、水と石けんで十分に洗ってください。（応急処置） 
 

● 飲み込みますと下痢、おう吐することがあります。 
飲み込んだ場合は、無理に吐かせずに、直ちに医師の診断を受けて

下さい。 
 

● 子どもの手の届かない場所に保管して下さい。 
特にお子様は危険ですので、お子様の目に付かない、手の届かない

場所に保管してください 
 

 （２３） 



油圧が作動しない時のトラブルシューティング 
  

１． 蓄電池が充電されているか確認してください。 
 

２． スイッチを少しだけ押し、低速でラムを前進させてください。ラムが動い

たら、そのままゆっくりストロークエンドまで前進させ、圧力をかけてくだ

さい。圧力規制弁の作動音「ポン」が聞こえたら、ラムを戻します。再度

スイッチを押し、ラムが前進するのを確認してください。 
 

３． ２．を行なっても動かない時は、指先あるいは先のとがっていない棒状

のもので、タンクグリップの底部穴からゴムタンクを軽く突き上げながら、

工具のスイッチを押してください。 
（ゴムタンク内の作動油に圧力をかけ吸い込みを促進します。） 

    
 「   注意」  ・ ゴムタンクが破損しますので、先のとがったものは使わな

いでください。 
・ ゴムタンクを強く押し過ぎますと、ポンプボディからゴムタン

クがはずれ、中の作動油がこぼれてしまいますので、注意

して押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記 １． ２． ３．を行なっても動かない時は、弊社サービス部に

修理をご依頼ください。 

（電話： 075-611-1136 又は E-mail ：yuatsu@nishida-mfg.co.jp） 
 

（２４） 



   ４． その他のトラブル 
 

 
 
リチウムイオン電池の輸送について 

 
リチウムイオン電池を輸送する場合、次の点に注意して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２５） 

症  状 考えられる原因 処   置 
蓄電池が充電できな

い。 
蓄電池が熱くなっている。 
 

充電ランプが赤の点滅。蓄電池

が冷めるまで、お待ちください。 

油圧が作動しない。 
蓄電池の放電、充電不足。 
油圧ポンプにエアが混入し

ている。 

完全充電してください。 
上記 ２．を行なってください。 

モータ、ポンプボディ

に熱を持つ。 
連続して作業を行なってい

る。 休止時間を設ける。 



リチウムイオン電池の保管について 
 

注）リチウムイオン電池を保管

するときは、満充電にして

保管して下さい。 
 
蓄電池の残量が少ない状態

で長期間（３ヶ月以上）保管す

ると蓄電池が劣化し、使用時

間が著しく短くなったり、充電

できなくなる恐れがあります。 
使用時間が著しく低下した蓄

電池でも、充電と使用を２～５

回繰り返すと使用時間が回復

する場合があります。 
充電と使用を繰り返しても使

用時間が極端に短い場合は、

蓄電池の寿命が尽きたとお考

えいただき、新しい蓄電池を

お買い求めください。 
 
 
 

アフターサービス 
 

工具の保障期間はお買い上げ日より６ヶ月間です。（蓄電池は保証の対象

外です。） 
 
工具本体が正常に動作しなくなった場合は、決してご自分で修理なさらない

でお買い求めの販売店または弊社サービス部に修理依頼してください。 
 
また、蓄電池が使用不能の状態となり、廃棄処分される場合は、弊社営業

部まで返送お願いいたします。 
 
 
 
 
 
 

（２６） 
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蓄電池はリサイクルへ 
この工具本体に使用の蓄電池はリサイ 
クル可能な貴重な資源です。蓄電池の 
廃棄の際は、リサイクルにご協力いた 
だき、弊社営業部まで、ご返送お願い 
いたします。 


